
ばく露作業報告対象物質 

 
物質名 

【CAS】 

【コード番号】  
報告を要しない  

含有率 
主な別名 

有害性情報 
（発がん性、生殖毒性、神経毒性 

 評価等、濃度、許容濃度等） 

用途の例（原料等）と 
構造式 

1 
イソシアン酸メチル 

【624-83-9】 
【１９５】 
0.1%未満 

― 

【GHS】 
・皮膚に接触すると生命に危険 
・吸入すると生命に危険 
・重篤な眼の損傷 
・吸入するとアレルギー、喘息または 

呼吸困難を起こすおそれ 
・アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 
・生殖能または胎児への悪影響のおそれ 
・呼吸器の障害 

【許容濃度等】 
ACGIH：TWA 0.02 ppm, STEL 0.06 
ppm 

医薬・農薬中間体 

2 
イソホロン 

【78-59-1】 
【１９６】 
0.1%未満 

３，５，５－トリメチル
－２－シクロヘキセン－
１－オン、イソアセトホ
ロン、α－イソホロン、 
１，５，５－トリメチル
シクロヘキセン－３－ 
オン 

【発がん性】 
ACGIH：A3 
EU：３ 
EPA：C 

【許容濃度等】 
ACGIH：STEL C 5 ppm 

塗料・農薬原料、溶剤 

3 

２―イミダゾリジ
ンチオン 

【96-45-7】 

【１９７】 
0.1%未満 

２－メルカプトイミダゾ 
リン、エチレンチオ尿素、
イミダゾリン－２－ 
チオール 

【発がん性】 
IARC：３ 
NTP：R 

【GHS】 
・アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 
・生殖能または胎児への悪影響のおそれ 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

甲状腺の障害 
【許容濃度等】ACGIH、産衛学会：未設定 

有機ゴム薬品（加硫促進剤） 

4 

オクタン 
（ノルマルーオク

タンに限る） 
【111-65-9】 

【１９８】 
1%未満 

ｎ－オクタン 

【GHS】 
・中枢神経系の障害 
・飲み込んで気道に侵入すると生命に 

危険のおそれ 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 300 ppm 
産衛学会：300 ppm 

標準燃料・オクタン価測定試薬 

 

5 
クロロピクリン 
【76-06-2】 

【１９９】 
1%未満 

ニトロトリクロロメタ
ン、クロルピクリン 

【発がん性】 
ACGIH：A4 

【GHS】 
・吸入すると生命に危険 
・重篤な眼の損傷 
・神経系、呼吸器、血液系の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

呼吸器、中枢神経系の障害 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 0.1 ppm 
産衛学会：0.1 ppm 

農薬（殺虫剤） 

6 

ジチオりん酸
Ｏ・Ｏ―ジエチル―
Ｓ―（２―エチルチ
オ エチル） 

【298-04-4】 

【２００】 
0.1%未満 

ジスルホトン、エチルチ
オメトン、Ｏ，Ｏ-ジエチ
ル S－２－（エチルチ
オ）エチルホスホロジチ
オエート 

【発がん性】 
ACGIH：A4 

【GHS】 
・飲み込むと生命に危険 
・皮膚に接触すると生命に危険 
・吸入すると生命に危険 
・神経系の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

神経系の障害 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 0.05 mg/m3 (IFV) 

農薬（殺虫剤） 

7 
しよう脳 

【76-22-2】 
【２０１】
0.1%未満 

１，７，７－トリメチル
－ビシクロ［２．２．１］
ヘプタン－２－オン、２
－ボルナノン、（Ｄ，Ｌ）
－ショウ脳 

【発がん性】 
ACGIH：A4 

【GHS】 
・中枢神経系の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

神経系、肝臓の障害 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 2 ppm、STEL 3 ppm 

 
セルロイド，フィルムの可塑剤 
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物質名 

【CAS】 

【コード番号】  
報告を要しない  

含有率 
主な別名 

有害性情報 
（発がん性、生殖毒性、神経毒性 

 評価等、濃度、許容濃度等） 

用途の例（原料等）と 
構造式 

8 
チオ尿素 

【62-56-6】 
【２０２】
0.1%未満 

チオカルバミド 

【発がん性】 
IARC：3 
EU：3 
NTP：R  
日本産業衛生学会：2B 

【GHS】 
・アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

甲状腺の障害 
【許容濃度等】ACGIH、産衛学会：未設定 

ウレタン樹脂原料、医薬・染料・ 
界面活性剤・殺鼠剤・金属防錆剤等 

9 

チオりん酸Ｏ・Ｏ―
ジメチル―Ｏ― 
（３―メチル―４
―ニトロフェニル） 

【122-14-5】 

【２０３】 
1%未満 

フェニトロチオン、MEP、
スミチオン 

【発がん性】 
EPA：E 

【GHS】 
・神経系の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

神経系の障害 
【許容濃度等】産衛学会：1 mg/m3 

農薬（殺虫剤） 

10 
デカボラン 

【17702-41-9】 
【２０４】 

1%未満 

ボロンハイドライド、 
デカボロンテトラデカハ
イドライド、テトラデカ
ヒドロデカボラン 

【GHS】 
・吸入すると生命に危険 
・中枢神経系の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

中枢神経系の障害 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 0.05 ppm, STEL 0.15 
ppm 

触媒，ロケット燃料酸化剤， 
ゴム加硫剤，還元剤 

11 

テトラメチルチウ
ラムジスルフィド 
【137-26-8】 

【２０５】
0.1%未満 

チウラム、チラム、ビス
（ジメチルカルバミル）

ジスルフィド 

【発がん性】 
IARC：３ 
ACGIH：A4 

【GHS】 
・アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 
・遺伝性疾患のおそれ 
・神経系の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

甲状腺、肝臓の障害 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 0.05 mg/m3 (IFV)  
産衛学会：0.1 mg/m3 

農薬（殺菌剤），有機ゴム薬品 
（加硫促進剤） 

12 

１―ナフチル― 
Ｎ―メチルカルバ
メート 

【63-25-2】 

【２０６】 
1%未満 

カルバリル、１－ナフチ
ル－N－メチルカーバメ
ート、NAC 

【発がん性】 
IARC：３ 
ACGIH：A4 
EU：3 

【GHS】 
神経系の障害 

【許容濃度等】 
ACGIH：TWA 0.5 mg/m3 (IFV)  
産衛学会：5 mg/m3  

農薬（殺虫剤） 

13 
ニトリロ三酢酸 
【139-13-9】 

【２０７】
0.1%未満 

トリグリコラミン酸、N，
N－ビス（カルボキシメチ
ル）グリシン、トリグリ

シン 

【発がん性】 
IARC：2B 
NTP：R 

【許容濃度等】 
ACGIH、産衛学会：未設定 

工業用洗剤・洗浄剤のビルダー 
（洗浄力を増す働きをもつ添加物）、
硬水軟化剤やキレート剤 

14 

Ｎ―［１―（Ｎ―ノ
ルマル―ブチルカ
ルバモイル）―１Ｈ
―２―ベンゾイミ
ダゾリル］カルバミ
ン酸メチル 
【17804-35-2】 

【２０８】
0.1%未満 

ベノミル、ベンレート、
ターサン 1991 

【発がん性】 
ACGIH：A3 

【GHS】 
・アレルギー性皮膚反応を起こすおそれ 
・遺伝性疾患のおそれ 
・生殖能または胎児への悪影響のおそれ 

【許容濃度等】 
ACGIH：TWA 1 mg/m3 (I) 

農薬（殺菌剤） 

15 
フェノチアジン 
【92-84-2】 

【２０９】
0.1%未満 

１０Ｈ－フェノチアジ
ン、ジベンゾチアジン 

【GHS】 
肝臓、腎臓、血液、神経系、循環器系の

障害 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 5 mg/m3 

重合抑制剤，酸化防止剤 

 

16 
ブロモジクロロメ
タン 

【75-27-4】 

【２１０】
0.1%未満 

ジクロロブロモメタン 

【発がん性】 
IARC：2B 
EPA：B2 
NTP：R 

【許容濃度等】 
ACGIH、産衛学会：未設定 

水中の有機物質が浄水処理過程で消
毒のために加えられる塩素剤と反応
して生じるトリハロメタン類の一種 
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物質名 

【CAS】 

【コード番号】  
報告を要しない  

含有率 
主な別名 

有害性情報 
（発がん性、生殖毒性、神経毒性 

 評価等、濃度、許容濃度等） 

用途の例（原料等）と 
構造式 

17 

１―ブロモプロ 
パン 
【106-94-5】 

【２１１】
0.1%未満 

ノルマル－プロピル 
ブロミド 

【発がん性】 
ACGIH：A3 
NTP：R 

【GHS】 
長期にわたるまたは反復暴露による 
中枢神経系の障害 

【許容濃度等】 
ACGIH：TWA 0.1 ppm 
産衛学会：0.5 ppm 

医薬・農薬原料 

18 
ペンタボラン 

【19624-22-7】 
【２１２】 

1%未満 
― 

【GHS】 
・吸入すると生命に危険 
・重篤な眼の損傷 
・中枢神経系の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

中枢神経系、肝臓の障害 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 0.005 ppm,  
STEL 0.015 ppm 

ホウ素イオン注入用， 
ミサイル推進薬原料 

19 

ほう酸ナトリウム 
（四ホウ酸二ナト
リウム十水和物 
に限る） 
【1303-96-4】 

【２１３】
0.1%未満 

ほう酸塩、ボラックス 

【発がん性】 
ACGIH：A4 

【GHS】 
・腎臓、神経系、呼吸器の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

神経系、腎臓、呼吸器の障害 
【許容濃度等】 

ACGIH：TWA 2 mg/m3 (I),  
STEL 6 mg/m3 (I) 

ほうろう鉄器・ガラス・陶磁器・ 
顔料原料，コンデンサー用電極材 

20 
メチルヒドラジン 

【60-34-4】 
【２１４】
0.1%未満 

モノメチルヒドラジン 

【発がん性】 
ACGIH：A3 

【GHS】 
・吸入すると生命に危険 
・血液、神経系の障害 
・長期にわたるまたは反復暴露による 

血液、肝臓、腎臓、呼吸器、副腎の 
障害 

【許容濃度等】ACGIH：TWA 0.01 ppm 

農薬・医薬中間体，高分子添加剤，
写真薬 

 

5 

［参照］ 有害性情報について

：

米国産業衛生専門家会議が勧告値として発表して

いる許容濃度（ほとんどすべての労働者に健康上

の悪影響がみられないと判断される濃度）

  TWA ８時間時間加重平均

  STEL 短時間ばく露限界

  C   上限値

  (IFV) インハラブル粒子および蒸気

  (I)  インハラブル粒子

 ※有害性情報、用途の例については、厚生労働省モデルSDSの情報などを参照しています。

産衛学会 ：

EPA ：

日本産業衛生学会

 2B ヒトに対しておそらく発がん性あり

NTP ：

日本産業衛生学会が勧告値として発表している許容濃度：産衛学会

GHS

ACGIH ：

：

米国国家毒性計画

 R ヒト発がん性があると合理的に予測される物質

米国環境保護庁

 B2 おそらくヒト発がん性物質

   （動物での十分な証拠あり）

 C ヒト発がん性物質の可能性あり

 E ヒトに対する発がん性がないという証拠がある

欧州連合

 ３ 動物実験からある程度の証拠があるが、２に

   入れるには不十分

EU ：

IARC

許容濃度等

GHS危険有害性情報

「化学品の分類および表示に関する世界調和システム」

（国連勧告）

個々の化学物質について、危険有害性の分類項目ごとに、

それぞれの危険有害性の程度を区分し、その区分に応じた

絵表示、注意喚起語、危険有害性情報等を表すこととして

います。

発がん性評価区分

国際がん研究機関

 １  ヒトに対して発がん性がある

 2A ヒトに対しておそらく発がん性がある

 2B ヒトに対する発がんの可能性がある

 ３  ヒトに対する発がん性について分類できない

米国産業衛生専門家会議

 A3 動物実験では発がん性が確認されたが、

    ヒトの発がん性との関連は未知

 A4 ヒトに対する発がん物質として分類できない

ACGIH ：


